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EU: CENELEC: 規格解説: EN 55014-1 及び EN 55015 等の A11：2020 
 以下 4 規格に対し A11：2020 が発行された:  EN 55011：2016 、EN 55014-1：2017 、EN 

55015：2019、EN 55032：2015。 

 これら 4 件の規格に対し、2020/03/06 付けで CISPR 規格になく CENELEC 規格に特有の修

正版 A11:2020 が発行された。これら A11:2020 により、附属書 ZZ「この欧州規格と、対象と

なる指令の必須要件との関係」が組み込まれ、この処置によりこれら規格は近い将来、EU

官報に掲載を予定することができるようになった。 
 

UNECE: 車両規制の整合化のための世界フォーラム: 第 180 回セッション報

告書(2/3) 
車両規制の整合化のための世界フォーラム 第 180 回セッション(ジュネーブ、2020 年 3 月

10〜12)が開催され、報告書 ECE/TRANS/WP.29/1151 が発行されている。 

 2. 汚染とエネルギーに関する作業部会（GRPE） 

GRPE は、WLTP に関する新しい国連規制の 00 および 01 シリーズの修正案を承認した。 

 4. 自動/自律および接続車両に関する作業部会（GRVA） 

議長は 2020 年 6 月の WP.29/AC.1 への、次の 3 つの国連規制案の採用のための提出について

言及した。(i) サイバーセキュリティとサイバーセキュリティ管理システムに関する、(ii) 自

動レーンキーピングシステム（ALKS）に関する、及び(iii) ソフトウェア更新およびソフト

ウェア更新管理システムに関する国連規制案 

 C. 国際全車両型式承認（IWVTA）システムの開発 

 

USA: FCC: 報告と命令：FCC は 6GHz 帯を Wi-fi とその他免許不要の使用に

拡大する 
 FCC は 6 GHz 帯を Wi-Fi とその他免許不要の使用に拡大する: 報告と命令、及び規則制定案

の更なる通知 FCC 20-51 を発行 

 本報告と命令では、6 GHz 帯に免許不要のブロードバンド運用を拡大する機会を捉え、米国

民に便益を与えようとするものである。私たちは、6 GHz 帯における 2 タイプの免許不要の

運用を認可する。第一に、AFC システムの使用を通じた免許不要の標準電力アクセスポイン

トを認可する。第二に、私たちは、6 GHz 帯全体を免許不要の屋内低電力アクセスポイント

に開放する。320 メガヘルツまでのチャネルの使用に対し、免許不要の運用への機会を、提

供する。 

 本報告と命令に加えて、私たちは、極低電力デバイスの 6 GHz 帯全体での運用を許可するこ

とを提案する規則制定提案の更なる通知を発行する。この提案された措置は、連続する 1200

メガヘルツスペクトラムの一ブロックを、新しい、革新的なハイスピード、短距離デバイス

の開発に利用できるようにするだろう。 
 

中国: CNCA: 自動車用ブレーキライニングの強制製品認証実施規則発行に関

する認監委公告 
 自動車用ブレーキライニング製品は製造許可から強制性認証（CCC 認証）管理に転換され

る。 

 

国土交通省: 自動運行装置（レベル 3）に係る国際基準が初めて成立しました 
 日本は、自動運行装置等の基準化に向けて、WP29 傘下の専門家会議等において共同議長等

の役職を担い、官民オールジャパン体制で議論をリードしてきたところです。 

 6 月 24 日、ウェブ会議の形式で開催された WP29 において、初めて自動運行装置（レベル

3）、サイバーセキュリティ及びソフトウェアアップデートの国際基準が成立しました。 
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社長の独り言 

2020 年 6 月 24 日 
濱口 慶一 

 
温暖化の影響でしょうか？どうもここ数年の梅雨が少し変わってきているように感じます。そのせい

か、今年は足長蜂の群が強く出ているようです。毎朝、寝起きの格好で新聞を取りに出るのですが、15
日と 16 日に続けて左足を足長蜂に刺されてしまいました。アナフィラキシー症状が出るのではとビク

ビクしていましたが、幸いそのような症状は出ませんでした。しかし、刺されて 3 日目から患部周辺

が痒くなったのが苦痛でした。昨年、大雀蜂に刺されたので、何か出るかなと感じてはいたのですが、

無事にやり過ごす事ができたようです。ただ、安易に考えずに医師の診断を受けようと思います。 
 
私が以前に所属していた会社が破産して京セラに買収されたことで数年間、京セラの現名誉会長であ

る稲盛和夫さんに直接、会社経営や個人の考え方や生き方について教えを受けたことが、コスモスの

現在の経営に活きていると確信しています。元の会社の経営破綻時は学生運動の盛んな時代で、右や

左や中道などの思想が毎日テレビなどで話題になる時代であり、一労働者としては、資産力のある素

晴らしい会社に買収されて安堵したのが正直な気持ちでした。 
 
京セラが買収を決定する迄の過程で、担当管財人の弁護士の方から要請を受け、伊勢工場に設立され

た労働組合(？) の副委員長に就任しました。開発設計の一員に過ぎなかった私が、全く知らない世界

へ引き摺り込まれたという思いが今でも残っています。その弁護士さんからよく依頼されて、当時の

委員長と私は伊勢から都内のご自宅までの運転手を担当しましたが、今思えば、倒産会社の社員であ

っても経営者の立場に立って経営に参加させるための彼の教育だったように思います。この弁護士の

方から受けた教育や、京セラの一工場として編入されてからの社員教育で得た経営者的思想で、任さ

れていた開発設計チームでの京セラフィロソフィ勉強会も抵抗無く進められました。私のチームに京

セラ本社での採用者 4 名が意図的に配属されたことがあり、自分の経験や考え方などを惜しみなく、

一生懸命に教えることができたのを懐かしく思い出します。その 4 名のうちの 1 人が支社長になった

と聞きましたが、その方が結婚した相手は、私の在籍中に秘書のような業務をしてくれていたスタッ

フでした。私が京セラを退職した後のある日、深夜にその方の母親から電話で「娘が明日結婚するが、

このまま結婚させて良いか」と質問されました。「その方は素晴らしい青年で、必ず京セラで出世する

から結婚させてあげてください」と答えて良かったと思っています。 
 
最近、EMC 業界で実力者と言われている方の転職の噂を聞きました。もちろんご本人の学習により、

力量アップに努力した結果として、組織や業界において実力者としての評価が高まったと考えられま

す。一方で、経営者として考えると、会社が経営資産を投入して育てたことも実力アップの大きな要因

であるという見方もできるのではないでしょうか？個人にとっては高額な測定器を購入し、業務で収

益を上げながら、測定技術力も養成できますし、大部分のスタッフの技量は、企業の創り出した環境の

なかで育てられたものが多いと私は理解しています。特に ISO 17025 に基づいて運営されている試験

機関には、担当要員の資格規定と教育による資格の維持と向上が明確に求められており、その結果、ス

タッフへの教育としての経営資産の投入が義務付けられると理解し、組織運営の重要項目として行っ

ています。 
 
稲盛和夫さんが最近出した「心」という本があります。稲盛さんが私に教えてくれた、「人より得意と

することが自分にあると思えたら、それを仲間のため、自分について来てくれる人のためにその能力

を惜しみなく使いなさい、個人の欲に使わないように！」という言葉が胸に響きます。安易に転職や独

立をしてしまうと、業界でお客様の厳しい評価を受けることになりますよというアドバイスを若い人

に送りたいと思います。 
 
新型コロナウイルスの騒ぎで日本蜜蜂養蜂家が増えているようで、仲間が増えてきているのを嬉しく

思う今日この頃です。皆様のご健勝を祈ります。 
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